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Natural chlorophylls are organized by structural supports of proteins to form light-harvesting 

antennas, that achieves efficient energy migrations among the chlorophyll molecules. Here, 

complexes of cationic chlorophyll derivatives and DNA were prepared to form artificial light-

harvesting antennas. 
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自然界のクロロフィルは生体高分子の 1 つであるタンパク質と複合化しながら集

積化することによって色素間のエネルギー移動を実現し、集光器官を形成している。

ここで本研究では、生体高分子として DNAを用い、光合成色素のモデルとなる種々

のクロロフィル誘導体を集積化させた複合体の形成を試みた。天然より単離したクロ

ロフィル-a を原料として、17 位の側鎖に四級アンモニウム基をもつカチオン性の亜

鉛クロロフィル誘導体（図 1）を合成した。このモデル分

子とサケ精巣由来の DNA(10,000 bps)とを 15%THF/Tris-

HCl 緩衝液(pH 8.0)中で混和し、クロロフィル-DNA複合体

を調製した。この 1と DNAとの複合体は 682 nmに Qy吸

収帯を示し、これは 1 の単量体が示す吸収帯(662 nm)より

も長波長シフトしており、1 は DNA と複合化することに

よって会合し、色素間相互作用を発現することを確認し

た。またこの複合体溶液を 60 ℃に加熱したところ、Qy吸

収帯が 662 nmに現れ、色素が脱会合することがわかった。

また、ここではフリーベース型のクロロフィル誘導体 2お

よび色素間で強く会合することが知られているヒドロキ

シ基をもつ亜鉛クロロフィル誘導体 3 についても同様に

DNAとの複合化を検討したので報告する。 

図 1. カチオン性クロロフィル

誘導体の構造 
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